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東京都
•東京都の感染
者が減少傾向

•原因の１つは集
団免疫化が進ん
でいるからか

•ワクチン接種率

•都民の３/４終了

•４回目も開始



オミクロン株の後遺症が心配
•NHKクローズアップ現代

•臭覚、味覚障害少

•倦怠感 咳 多

•発症数が多いので

•特に後遺症心配

•箸が重い

•喉の痛み



今日から解禁
•１日当たりの入国者
倍増
•空港でのチェックの
簡略化
•団体旅行客の受け
入れ

•新たな変異等があ
るかも





１週間を振り返って
•６月４日 天安門事件から３３年 中国の課題

•６月５日 アメリカで止まらない銃撃事件

•６月６日 東名あおり運転裁判 危険運転致死傷判決

•６月７日 北方海域日ロ間の漁業協定の履行を停止

•６月８日 カンボジアに中国海軍基地建設中

• 国宝の藤ノ木古墳出土の履棄損

•６月９日 ロシア軍艦が津軽海峡通過 今年４回目

• ロシア５・６月で1兆3千億ﾙｰﾌﾞﾙ市場に投入



地球上の生物の起源を探る



はやぶさ２がもたらしたもの



地球外生物
•地球の生物は
地球以外から
やってきた
•はやぶさ２の
もたらしたもの
•小惑星ﾘｭｳｸﾞｳ
の砂からアミノ
酸
•隕石でもみつ
かっていた



生物の体の基本はアミノ酸から
•アミノ酸は左の20
種類が存在する
•人間はこの20種が
ないと構成できず
•ﾀﾝﾊﾟｸ質の基
•実際には500種類
ほどある
•必須ｱﾐﾉ酸は体内
では合成できず



原始地球
•宇宙空間に
あったチリが
集まってドロ
ドロに溶けた
星が完成

•この時点で
はアミノ酸は
ない



生物の起源を探す
•1953年 シカゴ大学のミラーとユーリーが実験でアミ
ノ酸が生成されることを発見

•ｱﾝﾓﾆｱ・ﾒﾀﾝ・水素の混合ガスに電気火花飛ばす

•これによりｸﾞﾘｼﾝ・ｱﾗﾆﾝ・ｱｽﾊﾟﾗｷﾞﾝ酸等が生成

•ｱﾝﾓﾆｱ・ﾒﾀﾝ・水素の混合ガスは原始地球の大気

•地球の生物はこれによって生成されたと考えられた

•現在の研究ではｱﾝﾓﾆｱ・ﾒﾀﾝの量がそれほどない



生物の起源は何からと考えられるのか
•アミノ酸から作られてきたことは基本的な考え方
•ではそのアミノ酸はどうやって生成されたか
•①原始地球の大気
•②原始地球の海洋
• 様々な力によって無機物から作られた
•③地球外からもたらされた
•これらのどれが正しいか
•地球外の天体からサンプルを取り出すことが重要



リュウグウの砂がもたらしたもの
•はやぶさ２が持ち帰った砂の分析が注目された

•複数の研究機関が分析

•その結果同様の成果を得た

•リュウグウの砂の中にアミノ酸が含まれていた

•地球上で見つかった隕石にもあったが着地後に付
着した可能性があった

•これで地球外から来たとは特定はできない

•地球外の惑星に生物がいる可能性は大きくなる



新しい資本主義 骨太改革



政府発表 新し資本主義



岸田内閣の骨太の改革案
•技術改革やスタートアッ
プなどに資金を供給

•電子部品などの国産化

•個人資産を運用できるよ
うに改革

•個人資産2000兆円

•貯蓄から投資へ

•NISAなどの拡充

•防衛力抜本的強化

資産所得
倍増計画



進む円安 ＞ 20年ぶり

円安の理由はアメリカの金利上昇
アメリカの10年ものの国債 2.88％
日本の10年ものの国債 0.24％



円安になると
•輸出に関しては＋

•日本製品が安くなるので輸出が増える

•外国からの観光客が増える

•輸入に関しては—

•輸入製品が高くなる

• APPLE製品の値上げ

•海外旅行が高くなる

• 以前と比べて２～３倍になる （物価上昇もある）



円安が進む中で



コロナの影響で貯蓄が増加
•コロナ禍で支出が
できなくなった

•強制貯蓄

•2021年 50兆円

•これが消費につな
がると景気向上

•賃金も上昇する



強制貯蓄
•左のグラフの網目部分

•補助金が出ても貯蓄に回
した人が多い

•コロナ禍が終息してきた
ので消費行動が広がる

•これによって景気が回復

•年収600万円以上が１/３

•派遣切りとか雇止めで低
所得層は苦しい



もう一つの資産
•2021年の個人金融資産が1992兆円

•現金・預金……1072兆円（53.8％）

• 債務証券……27兆円（1.3％）

• 投資信託……89兆円（4.5％）

• 株式等……210兆円（10.5％）

• 保険・年金・定型保険……538兆円（27.0％）

• ※上記のうち保険……378兆円（19.0％）

• その他……56兆円（2.8％）

ここに注目

NISA など

ｱﾒﾘｶは13.3％



新しい資本主義
•小泉内閣の規制緩和や構造改革

•これにより経済格差が拡大した

•分配と成長の好循環を作る

•労働者の賃金を上げる

•環境に配慮した生産

•株主の反感から株価が低下

•資産所得倍増プランを提唱

企業は儲けることを優先しすぎた



日本の防衛費
•岸田首相がGDP２％程度への増額
を示唆した

•自民党も強力に主張している

•安倍氏も同様である

•現在491億ドルとしている

•2022年度予算 ５兆4000億円

•現在のレートでは425億ドル

•２倍にする＝＞850億ドル



防衛費を増額する事だけで良いのか
•専守防衛という基本的な考え方が変化したのか？

•敵基地攻撃能力が必要 ＝＞ 反撃能力に変更

•名称を変えても内容は同じ

•敵防空網の妨害や破壊を目的とした兵器の開発

•つまり敵国を直接攻撃する兵器を開発すること

•これは憲法に自衛隊を明記するという問題を越えた
問題をはらんでいる

•国民自体がしっかり考えなければならない問題



少子高齢化の進行している今
•2020年の合計特殊出生率 1.30 過去最低

•イーロン・マスク氏が「日本は消滅する」と云った

•老齢人口の割合が世界最高

•それを支える若年層は減少

•この流れ阻止に有効な手段を取らねばならない

•女性活躍とか子育て支援とかはどれだけ有効？

•もっと現実を見た改革が必要なのではないか

•政治とは「国民の幸福をどう実現するか」なのでは



消費者として気を付けること



相次いで摘発された
•６月９日 公正取引委員会
• 回転寿司チェーン スシローに対して
• おとり広告で改善命令
•６月７日 消費者庁
• 健康食品販売ココカラケアに対して
• 加圧下着で痩せる効果を裏付ける根拠不十分
•４月15日 消費者庁
• 大幸薬品に対して
• クレベリンの効果を裏付ける根拠不十分











消費者の心をくすぐる
•普通は高価なのに期間限定で半額で提供

•これを摂取すれば痩せる

•これを飲めばお肌がきれいになる

•ここは食べログ１位です

•消費者を引き込むための作戦

•公正な取引なのか？ 偽っていないのか？

•賢い消費者にならなければならない



悪い奴ほど頭が良い



2020年春からの新型コロナ禍
•緊急事態宣言の発出
•教育機関の臨時休校
•企業の活動制限 特に飲食店の営業自粛

•経済が回らなくなっていく
•失業したり収入が極端に低下する人が増える

•政府は持続化給付金などの補助制度を設立



持続化給付金詐欺



新型コロナのための経済低迷



詐欺被害が拡大
•現在まで給付された持続化給付金 約５.５兆円

•現在までに不正受給で摘発された人 3655人

•立証された不正受給総額 31億8400万円

•これまでに返還された総額 166億円

•個人や企業が行った詐欺もある

•国税庁の役人や金融会社社員が指示した例も多い

•グループで組織的に詐欺を行うことも



詐欺の手口

•簡単に給付金もらえるよ

•若者を中心にﾘｸﾙｰﾄ

•確定申告書と身分証明
書を基に申請書作成

•中小企業庁は短時間に
給付できるように簡単な
チェックのみ



危惧されたことが現実に
•速やかな給付を指示

•岸田政調会長は性善説
に立ってと説明

•安倍首相は給付後不正
は厳しく取り締まる

•不正があることは分かっ
ていて先を急いだ

•欧米との差を気にする



経済産業省のHP



注意する必要があること
•給付金詐欺

•自ら計画して行ったものは当然正犯として処罰

•今回話題になっている組織的な詐欺グループ

•勧誘を受けて申請した高校生や大学生

•自分の身分を詐称されたわけではない

•彼らも正犯であり処罰対象

•返納しても処罰対象
上手い話には裏がある



混迷するウクライナ情勢



メルケル元ドイツ首相が語る
ウクライナ侵攻



ウクライナ侵攻の現状



一進一退を続け
るセベロドネツク

現状ではｳｸﾗｲﾅ
主力部隊は撤退

ロシアは都市を
壊滅させる作戦

ロシア側はチェ
チェン部隊が主力



出口が見えないまま100日を過ぎる

•プーチン氏は何を目的にしているのだろうか

•国内外の様々な動きが報道される

•それらの情報の真偽がなかなか分からない

•ロシアは戦死者の数を公表していない

•ウクライナ側は重症者などを登場させているが実数
は報道されていない

•どれだけの人命が失われているのだろうか

•民間人は約4000人と国連機関が発表



６月８日に公開されたハルキウ州イジューム近郊の砲弾痕



６月６日に公開されたハルキウ州イジューム近郊の砲弾痕



ウクライナ傭兵の裁判
プーチン氏の主張



このニュースを見て感じたこと
•親ロシア派の最高裁判所でウクライナ傭兵を裁判

• ２人のイギリス人 １人のモロッコ人

• 傭兵として参加 国の転覆を図った罪

• 死刑

•プーチン大統領の談話

• ピヨートル大帝と重ね合わせる

• 奪ったのではない取り戻しただけなのだ

• 自分を守るためには戦わなければならない

捕虜は国際法で守られているが傭兵はその例にならない

18C初頭の大北方戦争
勝利してロシア帝国へ



今回のウクライナ侵攻での誤算
•① ウクライナは簡単に落とせると思った

• ウクライナ軍の激しい抵抗があって上手くいかない

• NATOやアメリカからの武器供与

• フィンランド スウェーデンのNATO加盟申請

•② ロシア軍の力量を誤った

• 強力な陸軍だったはず

•③ 欧米も見誤ったゼレンスキー大統領

• 侵攻後直ぐに隣国に避難すると考えた


